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理事　鳴海淳郎
　〃　 溝部　仁
　〃　 村津忠久
　〃　 平野英壽

役員　会　長　森　宗明
　　　副会長　後藤健介
　　　幹　事　上妻　浩
　　　会　計　岩尾昭治

第  　 回 例 会 会報委員長　近藤　賢司

理事　梅津ヤヨイ
　〃　 木村きぬゑ
　〃　 大島由美子

ＳＡＡ　梅津ヤヨイ

CELEBRATE ROTARY
ロータリーを祝おう

◆点　　鐘　　12：30

◆体　　操　　自律神経強化体操

◆Ｒ．Ｓ．　　別府中央Ｒ.Ｃ.の歌

◆唱　　歌　　われは海の子

◆Ｂ.Ｇ.Ｍ.　　「オーケストラで綴る

日本の愛唱歌」より

　　　　　　　　花

　　　　　　　　浜辺の歌

　　　　　　　　美しき天然　　　　他

◆ゲ ス ト　　張
チョー

　　敏
ビン

君（米山奨学生）

会長の時間 会長　森　　宗明

　後ほど、本日の卓話の時間を頂いて、今期の委

員会運営について、お話させて頂きますが、基本

的に身の丈のクラブ運営を心がけようと思ってい

ます。それとなんと言っても、別府で唯一女性に

門戸を開いたクラブであると言うことをクラブ運

営に活かしていきたいと考えています。具体的に

は考えながらと言ったところです。

幹事報告 幹事　上妻　　浩

－ 識字率向上月間 －

１．本日の卓話

　　　『年間予定について』　　森　宗明会員

２．本日のゲスト

　　　張
チョー

　　敏
ビン

君（米山奨学生）

３．今年、初盆を迎えられる会員は下記の方です。

　　　・薬真寺章三会員（ご尊父様：薬真寺 功様）

　　　　　〒870-1175

　　　　　大分市富士見が丘東２丁目25-３

◆出席報告　　　　　　　委員長　衛藤　秀子
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４．第１回定例理事・役員会報告

　　（Ｈ16.７.６（火）13：40～

於：トキハ別府店例会場　９名）

審議事項

１）2004～2005年度年間スケジュールの件。

　　　　＊承認

２）2004～2005年度前期会費納入金・立替

金徴収の件。（７月６日付）　＊承認

３）新会員候補者の件。　＊承認

４）もみじ谷奉仕活動並びに定款第８条第１

節（ａ）（５）適用の件。　＊承認

５）宮地一久会員ホームクラブ出席免除扱い

の理事会承認期間延長の件。　＊承認

６）夕涼み例会の件。　＊承認

日　時　平成16年７月27日（火）

　　　　18：30～

場　所　別府タワー

会　費　３,000円

７）７月・８月例会予定の確認。　＊承認

７月 6日「就任挨拶」

13日「会員卓話」森　宗明会員

20日「会員卓話」上妻　浩会員

27日「夕涼み例会」於：別府タワー

８月 3日「会員増強フォーラム」

10日「会員卓話」河村貴雄会員

17日「定款第５条第１節（Ｃ）によ

り休会」

24日「会員卓話」土谷昌秀会員

31日「第２回クラブ協議会」

８） もみじ谷整美活動の件。　＊承認

　　　　　日　時　平成16年７月24日（土）

　　　　　　　　　８：30 集合

　　　　　　　　　９：00～11：00まで整美活動

５．お祝い

　　　会員誕生日　　後藤　隆会員（７月18日）

６．例会変更のお知らせ

別府ＲＣ　７月16日（金）の例会は、さぬ

きうどんバスツアー例会の為

　　　　　７月18日（日）四国・讃岐方面

に日時・場所変更

大分中央ＲＣ　７月21日（水）の例会は、夜の

例会の為　同日18：30～大分第

一ホテルに時間変更

大分城西ＲＣ　７月21日（水）の例会は、会場

の都合により　同日12：30～ト

キハ会館４Ｆ「つばきの間」に場

所変更

大分東ＲＣ ７月22日（木）の例会は、夜の

例会の為　同日18：30～割烹「丸

福」に時間・場所変更

大分1985ＲＣ ７月26日（月）の例会は、親睦

例会の為　同日18：30～割烹「に

しおか」に時間・場所変更

中津ＲＣ ７月28日（水）の例会は、夜の

例会の為　同日18：30～ホテル

サンルート中津に時間変更

７．次週の予定

　　　「近況報告」　上妻　浩会員

８．本日の回覧

①積り寄付（米山・Ｒ財団）　希望申込み

②もみじ谷整美作業（７月24日（土））　

出欠席

③夕涼み例会（７月27日例会）　出欠席

④中津中央ＲＣ・宇佐ＲＣ・くにさきＲＣ

・竹田ＲＣ　週報

９．本日の配布

①週報735号

②｢ロータリー・ライフにおける感動の体験｣

　（Ｒ情報委員長：鳴海淳郎）

スマイルボックス 委員長　薬真寺章三

○森会長

　朝のウォーキングを始めました。少し病んで

ますが健康に感謝してスマイルします。

○上妻会員

　クールあおやまの定期演奏会に初参加しまし

た。難しい曲が多かった割にはまあまあでした。

少なくとも数年は参加するつもりですので今後

ともよろしくお願いします。

○後藤（隆）会員

　もう54才です。そろそろ飽いてきました。

○村津会員

　上妻会員と私も出演致しました「Ｂ混記念合

唱団クールあおやま・第10回定期演奏会」は

一昨日、無事終了致しました。盛会に感謝して

スマイル。
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○土谷会員

　11日、仕事を兼ねてクール青山のコンサー

トにいってまいりました。

　すばらしい村津・上妻会員の歌声を聞かせて

いただき、また、仕事まで頂き感謝をこめてス

マイルします。

○河村会員

　一週間前、出張で京都へ行きました。気温が

何と37度、盆地で風もなく、それに比べ別府

は海もあり、風もあり何とすばらしいことか。

　新年度になり、始めての例会出席です。一年

間またよろしくお願いします。

○吉冨会員

　７月10日に末娘が男の子を無事出産して私

にとって２人目の孫となりました。自分では今

でも若いと思いつつ、周囲が爺ちゃんにしてし

まうので、寂しい様な嬉しい様な複雑な心境で

す。でも、これからの時代を担う生命の誕生を

祝してスマイル致します。

○梅津会員

　大変お暑うございます。来週の例会より３回

欠席させていただきます。「アラスカクルーズ、

アムステルダム号」に乗船して旅をして来ます。

小学校、中学校、高校と同級生のお友達といっ

しょです。１月頃より計画をたてていたようで

す。どうぞ例会休みの間よろしくお願い致しま

す。

○木村会員

　13日従業慰安のため欠席します。申し訳あ

りません。皆んなで海へゆき、焼肉で盛り上が

ろうと思っています。森さん、おわびにスマイ

ルします。

○薬真寺会員

　トリコロールの店長の発案で、お食事は幕の

内を月２回にし、その他の２回は工夫をした別

メニューを例会にお出ししています。これから

も、力を入れていきますのでご意見も宜しくお

願いいたします。

卓　　話 　

『今期のクラブ運営について』

会長　森　　宗明　

　2004～2005年 度 のRI会 長、グレン Ｅ エス

テ ス シ ニ ア 氏 の テ ー マ は「CELEBRATE 

ROTARY」ロータリーを祝おう、です。これは

もちろんロータリーの100周年を祝っての事で

す。そして、サブタイトルは「新しい目標と挑戦

を」です。100年前にロータリーの創始者ポール

ハリスのちょっとした構想が、現在、世界でもも

っとも影響力のある奉仕団体のひとつにまで成長

すると誰が予想したでしょうか。つまりいま此処

で私たちは新しい目標と挑戦を始めましょう、と

言うことではないでしょうか。

　私は会社の朝礼で時々ロータリーについて、話

をします。先日もＲＩ会長の話の中からいくつか

の数字について、話をしました。

　これは、アメリカや他の先進諸国では、人々は

当然のこととして、いつもきれいな水を飲んでい

ますが、しかし、発展途上世界のほとんどはそれ

が出来ません。つまり、10 億をこえる人々が安

全な水を飲むことが出来ません。その結果、毎日

6000 人以上（そのほとんどが子供達）が、汚染

された水が原因の病気で命を落としている事。そ

して、そのことの改善にロータリアンがチャレン

ジしていると言うこと、等です。

　次に、今期の国際ロータリー 2720 地区ガバ

ナー、工藤寛昭氏は「ロータリー 100 年、先達

による過去の栄光を賞賛し、大いに祝いましょ

う。そして２世紀目への改革の第一歩を踏み出し

ましょう」と言っています。また、特にロータリー

100 年の祝賀行事として、地域社会の住民が集

えるような 100 周年記念スポーツ大会を主催し

ます。一つは９月 11 日に地区中学硬式野球大会、

10 月 17 日地区中学卓球大会、そして 12 月には

全国高校剣道大会を主催します。そして選手、参

加家族等を含めて、3000 人のロータリー家族で、

ロータリー 100 周年を祝おうと、年度企画を発

表しました。

　我々のクラブも大いに、協力していきたいと

思っています。

　次に、私どものクラブについてです。今期少し

ですが、委員会の整理を行いました。これの意味

するところは、委員会の数を減らすことで、それ

ぞれの委員会の人数を増やそうとした為です。つ

まり、何かと委員長の判断だけで行いがちのクラ

ブの諸行事を、委員会単位の事業にしようと思っ

た為です。まだまだ、少人数であるが為のデメ

リットをたくさん抱えていますが、皆さんのご協

力で、なんとかこの一年を乗り切れればと思って

います。よろしくおねがい致します。
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○日本海軍「七段の構え」

　東郷艦隊の作戦参謀・秋山中佐はバルチック艦

隊を迎え撃つにあたって「七段の構え」の秘策を

樹てていた。

　まず、敵の艦隊に接近したら主力戦艦の大口径

砲による砲戦によって敵主力艦の撃沈を図る。夜

が来て射撃が不可能になったら、主力艦隊は一旦

戦場を退いて、駆逐艦、水雷艇の小型艦船が戦場

の主役として躍り出てくる。駆逐艦水雷艇は闇に

まぎれて敵主力艦に接近し、至近距離から魚雷を

放ち敵艦を撃沈させる。丁度、刺客が匕首（あい

くち）１本を懐にのみ闇にまぎれ接近し相手に抱

きつきざま匕首で脇腹をえぐり
4 4 4

相手を倒すのと同

じやり方である。

　夜が明けて視界が拡がったら再び主力戦艦によ

る砲撃戦が続くのである。

　このような作戦をウラジオストック軍港までの

間に７回反覆繰り返し、敵全艦船の撃滅を図ろう

とする作戦であった。

○「皇国ノ興廃此ノ一戦ニ在リ」

　聯合艦隊主力は対馬海峡を一路南下続け北上し

てくるバルチック艦隊を視野に入れたのは午後１

時 39 分、彼我の距離は１万２千米であった。

　当時の海戦のやり方は、旗艦（司令官の座乗艦）

を先頭に一列（単縦陣）で敵艦隊に接近する。当

然敵も単縦陣で接近し射程距離内（約 7,000 ｍ）

に近づいたら双方撃ち合うのである。この際、彼

我艦隊とも左右片舷の大砲しか射撃ができないの

である。このため両艦隊の態勢が彼我抗進すれば、

擦れちがいつつ撃ち合うのであり、併進すればこ

れまた片舷側の砲で撃ち合うのであるが射撃が可

能な時間は勿論併進する方が長くなる。

　日露の両艦隊は北と南から抗進する形で接近し

つつあった。

　午後１時 55 分、旗艦三笠のメインマストに１

旒の信号機が揚った。のちに有名になるＺ旗で

ある。この信号旗の意味する信号文は次の文章で

あった。

　皇国の興廃、此の一戦に在り。

　各員一層奮励努力せよ。

卓　　話 　

『日露戦争百周年に想うⅤ』

後　藤　健　介　

◇日本海大海戦　□その１－

○「吾が聯合艦隊ハコレヲ撃滅セントス。」

　明治38年（1905年）

５月 27 日早朝、五島

沖合を哨戒中の信濃丸

から打電された「敵艦

見ゆ…」の警報は大本

営及び聯合艦隊司令部

に転電され、聯合艦隊

主力は待機中の朝鮮半

島南東岸の鎮海湾を出

航し予想会敵海域である対馬水道へと急航した。

　聯合艦隊麾下、司令長官・片岡七郎中将率いる

第３艦隊は主力艦戦隊（日清戦争時の老朽艦）を

もって待機していた対馬湾を出航しバルチック艦

隊と接触すべく南下の途上にあったが、午前９時

55 分バルチック艦隊と遭遇した。

　片岡艦隊の役目は、バルチック艦隊と接触を保

ちつつその敵艦隊を東郷司令長官率いる主力艦隊

にひきわたすことである。第３艦隊はバルチック

艦隊と併航しつつ、あるいはその航路前を横切る

形で敵主力艦の主砲の射程ギリギリの距離にまで

接近しつつ遂次の状況を聯合艦隊司令部に報告し

つづけた。

　ここで、もう一度念を押しておきたいのは、日

露両艦隊の課せられている戦略・戦術目標につい

てである。

　バルチック艦隊の戦略目標は、東郷艦隊の妨

害を振り切って１隻でも多くの艦隊でウラジオス

トックに駆け込むことである。そして、大航海後

の艦船の整備・修理を終えたのち日本の海上権を

攪乱し、満州の日本陸軍をひぼし
4 4 4

にすることであ

る。東郷艦隊は、こちらがたとえ半分沈んでも敵

を１隻残らず沈めなければならないという至上課

題を背負わされていた。東郷司令長官が大本営宛

に打電した電文の中に、「吾が聯合艦隊は之を撃

滅せんとす。」の一節があるが、この文言の中に

東郷司令長官の不退転の決意が篭められている。

このように両国艦隊は、それぞれに背負った任務

の下、予想会戦海域対馬水道に接近しつつあった。

日本連合艦隊司令長官
東　郷　平八郎


